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９
９
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会
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福祉・貧困対策の充実求める
─── 新年度予算を審査 ───

（古上条町在住）
内藤しろう

（朝日在住）
清水ひでとも

木内なおこ
（山宮町在住）

日本共産党
甲府市議団
ニ ュ ー ス
（市政活動報告書）
日本共産党甲府市議団
〒400-0041
甲府市上石田4-18-10
電話 055（226）4991

　
甲
府
市
議
会
３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
29
年
度
予
算

案
の
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、

福
祉
・
貧
困
対
策
の
充
実
を
求
め
る
立
場
か
ら
、
一
般

会
計
な
ど
５
予
算
に
反
対
、
９
予
算
に
賛
成
し
ま
し
た
。

　

労
働
者
の
賃
金
の
落
ち
込

み
、
中
間
所
得
層
の
生
活
悪

化
、
貧
困
層
の
増
大
、
子
ど

も
の
貧
困
、
非
正
規
雇
用
の

拡
大
、
年
金
給
付
引
き
下
げ

な
ど
が
深
刻
と
な
る
な
か
、

地
方
自
治
体
の
責
務
と
し
て

市
民
生
活
を
守
り
貧
困
化
を

防
ぐ
こ
と
、
地
域
経
済
を
活

性
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
開
設
、
通
所
型
産
後

ケ
ア
事
業
、
新
生
児
聴
覚
検

査
へ
の
助
成
を
は
じ
め
と
す

る
子
育
て
支
援
の
事
業
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
歓
迎
し
ま
す
。

　

一
方
、
高
齢
者
福
祉
の
分

野
に
お
い
て
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
計
画
を

は
じ
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

不
十
分
さ
な
ど
、
市
民
の
切

実
な
願
い
と
は
ほ
ど
遠
い
も

の
で
す
。

　

小
学
校
給
食
の
調
理
業
務

の
民
間
委
託
は
さ
ら
に
進
み

ま
す
。

　

市
職
員
に
占
め
る
非
正

規
・
嘱
託
職
員
の
割
合
は
、

平
成
28
年
度
の
約
35
％
か
ら

ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
高
い
水
準
と

な
る
見
通
し
で
す
。
市
が
率

先
し
て
、
安
定
し
た
雇
用
を

つ
く
り
出
す
姿
勢
が
見
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

不
安
定
雇
用
の
拡
大
は
、

消
費
購
買
力
を
低
下
さ
せ
、

　

市
道
の
白
線
（
区
画
線
）

が
、
消
え
た
り
、
見
え
に
く

く
な
っ
て
い
る
場
所
が
多
い

問
題
で
、
日
本
共
産
党
は
、

実
態
調
査
を
お
こ
な
う
よ
う

提
案
し
ま
し
た
。

　

市
か
ら
は
、「
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ン
の
あ
る
市
道
を
対
象

に
、
調
査
し
た
い
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

市
道
の
白
線
調
査
へ

地
域
経
済
に
も
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
予
算
は
半
減

　

地
域
経
済
の
活
性
化
に
効

果
が
あ
る
と
市
も
認
め
て
い

る
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
」
の
予
算
は
半
減
さ
れ

ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
３

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
は
、
市
民
負
担
が
増
え
る

こ
と
を
指
摘
、
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て
は
、
不
明
朗
、

不
公
平
さ
を
批
判
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
反
対
し
ま
し
た
。

　

甲
府
市
は
、「
リ
ニ
ア
活

用
基
本
構
想
」
に
つ
い
て
、

山
梨
県
の
「
リ
ニ
ア
環
境
未

来
都
市
整
備
方
針
」
や
、
国

の「
首
都
圏
広
域
地
方
計
画
」

と
の
整
合
を
図
る
と
し
て
い

ま
す
。

　

県
の
「
方
針
」
で
は
、
駅

周
辺
整
備
に
つ
い
て
、
半
径

４
㎞
程
度
ま
で
「
対
象
エ
リ

ア
」
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

市
が
、
県
の
「
方
針
」
と

の
整
合
を
図
り
、
過
大
な
需

要
予
測
に
基
づ
い
た
過
大
投

資
に
走
れ
ば
、
財
政
面
で
も

将
来
に
禍
根
を
残
し
ま
す
。

　

一
方
、
国
の
「
計
画
」
で

山
梨
県
駅
周
辺
は
、首
都
圏
・

中
京
圏
・
近
畿
圏
の
３
大
都

市
圏
で
の
他
地
域
の
よ
う
な

産
業
振
興
等
の
可
能
性
は
あ

ま
り
期
待
さ
れ
ず
、富
士
山
、

南
ア
ル
プ
ス
、
八
ヶ
岳
と
い

う
自
然
の
魅
力
を
生
か
し
た

リ
ニ
ア
「
構
想
」

過
大
投
資
は
将
来
に
禍
根

観
光
の
玄
関
口
程
度
の
位
置

づ
け
で
す
。

　

一
般
質
問
で
は
、「
リ
ニ

ア
山
梨
県
駅
は
『
必
要
最
小

限
の
交
通
結
節
機
能
で
十

分
』
と
い
う
の
が
冷
静
な
選

択
で
す
。
県
の
方
針
を
上
位

計
画
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で

な
い
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

市
は
「
リ
ニ
ア
開
業
と
中

間
駅
設
置
を
千
載
一
遇
の

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
リ
ニ

ア
開
業
の
効
果
を
最
大
限
享

受
し
て
、
市
全
体
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
た
め
の
『
基
本

構
想
』。
県
と
も
連
携
強
化

を
図
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

就
学
援
助
入
学
準
備
費

「
準
要
保
護
世
帯
」
も
増
額
を

　

国
は
、「
要
保
護
世
帯
」

の
就
学
援
助
の
う
ち
、
新
入

学
児
童
生
徒
の
入
学
準
備
費

用
の
国
の
補
助
単
価
を
、
小

学
校
に
つ
い
て
は
２
０
４
７

０
円
、
中
学
校
は
２
３
５
５

０
円
か
ら
、
２
倍
に
引
き
上

げ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
一
般
財

源
化
さ
れ
て
い
る
「
準
要
保

護
世
帯
も
含
め
て
、
就
学
援

助
の
入
学
準
備
費
を
増
額
す

る
べ
き
」と
要
求
し
ま
し
た
。
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負
担
軽
減
で
都
市
農
業
の

存
続
・
発
展
を

　

１
９
７
２
年
に
地
方
税
法

が
改
定
さ
れ
、「
市
街
化
区

域
」（
＝
お
お
む
ね
10
年
以

内
に
優
先
的
か
つ
計
画
的
に

市
街
化
を
図
る
べ
き
区
域
）

の
農
地
に
宅
地
並
み
の
固
定

資
産
税
評
価
が
課
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
税
額
が
農

業
収
益
を
上
回
る
事
例
も
あ

る
ほ
ど
に
重
く
な
り
、
農
地

の
存
続
や
営
農
継
続
に
困
難

が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
１
９
８
２
年
に
、

10
年
以
上
の
営
農
継
続
を
条

件
に
税
金
の
「
差
額
」
を
猶

予
し
、
５
年
以
上
耕
作
を
継

続
す
れ
ば
税
額
を
免
除
す
る

「
長
期
営
農
継
続
農
地
制
度
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
１
９

９
１
年
に
は
生
産
緑
地
法
が

改
定
さ
れ
、
市
街
化
区
域
内

の
農
地
を
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す「
生
産
緑
地
」と「
宅

地
化
農
地
」
と
に
分
け
、「
生

産
緑
地
」
に
た
い
す
る
固
定

資
産
税
は
一
般
農
地
並
み
の

課
税
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
生
産
緑

地
の
指
定
や
、
固
定
資
産
税

の
減
免
な
ど
の
市
独
自
の
負

担
軽
減
に
よ
っ
て
、
都
市
農

地
、
都
市
農
業
の
存
続
・
発

子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
実
施
へ

　

日
本
共
産
党
は
、
子
ど
も
の
貧
困
に
つ

い
て
の
実
態
調
査
を
、
甲
府
市
に
繰
り
返

し
要
求
し
て
き
ま
し
た
。

　

３
月
市
議
会
本
会
議
で
市
は
、「
早
期
に

実
態
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
た
効
果
的
な
貧
困
対
策
に
取
り
組
む
」

と
表
明
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
①
実
態
調
査
を
通
じ
て
、
子

ど
も
の
健
康
や
食
、
学
ぶ
権
利
な
ど
が
保

障
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、

②
返
済
不
要
の
奨
学
金
制
度
の
創
設
、
③

医
療
費
窓
口
無
料
制
度
の
対
象
年
齢
拡
大
、

④
給
食
費
の
補
助
、
⑤
就
学
援
助
の
拡
充

な
ど
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

展
を
図
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

　

市
は
、「
政
府
が
、
税
制

上
の
新
た
な
制
度
な
ど
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
そ
の
動
向
を
注
視

す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

カ
ジ
ノ
誘
致
に
反
対
を

　

リ
ニ
ア
駅
周
辺
に
カ
ジ
ノ

施
設
を
誘
致
し
よ
う
と
い
う

動
き
が
出
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
か
ら
の
回
復
を

め
ざ
す
施
設
で
の
調
査
を
実

施
し
（
写
真
）、
そ
の
結
果

も
踏
ま
え
て
、
誘
致
に
反
対

す
る
よ
う
市
に
求
め
ま
し

た
。

　

日
本
は
す
で
に
世
界
最
悪

の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
大
国
で

す
。「
カ
ジ
ノ
で
観
光
や
地

域
振
興
」「
カ
ジ
ノ
収
益
で

依
存
症
対
策
を
」
な
ど
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
韓
国
で
は
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
よ
る

職
場
内
の
生
産
低
下
や
失
業

な
ど
経
済
的
損
失
は
７
兆
７

０
０
０
億
円
に
の
ぼ
り
、
経

済
効
果
の
４
・
７
倍
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
カ
ジ
ノ
は
人
の

不
幸
の
上
に
成
り
立
ち
、
ま

た
斜
陽
産
業
と
も
い
わ
れ
、

地
域
振
興
策
と
し
て
邪
道
で

す
。

快
適
な
環
境
で
や
る
気
が
向
上

宿
泊
型
新
保
健
指
導
導
入
を

　

宿
泊
型
新
保
健
指
導
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
糖
尿
病
が
疑
わ

れ
る
人
な
ど
を
対
象
に
、
１

泊
２
日
や
２
泊
３
日
で
、
ホ

テ
ル
や
旅
館
、
地
元
観
光
資

源
等
を
活
用
し
て
、保
健
師
、

管
理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指

導
士
等
が
連
携
し
て
提
供
す

る
新
し
い
保
健
指
導
で
す
。

　

２
０
１
５
年
に
全
国
で
７

自
治
体
の
ほ
か
、医
療
機
関
、

健
康
保
険
組
合
、
保
健
指
導

機
関
の
計
23
機
関
に
お
い
て

試
行
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

講
話
や
数
値
測
定
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
ほ
か
、
温
泉
や

郷
土
料
理
な
ど
の
地
域
資
源

を
活
か
し
た
、
多
彩
な
活
動

が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
蒲
郡
市
で
は
、
料

理
長
と
管
理
栄
養
士
で
考
案

し
た
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
が
出

さ
れ
、
ワ
イ
ン
講
座
、
岩
盤

浴
、
温
泉
効
能
の
話
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

山
形
県
上
山
市
で
は
、
ワ
イ

ン
ブ
ド
ウ
の
収
穫
体
験
や
、

こ
ん
に
ゃ
く
を
使
っ
た
ヘ
ル

シ
ー
懐
石
昼
食
、
新
潟
県
妙

高
市
で
は
、
高
原
で
の
気
候

療
法
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
天
然

温
泉
プ
ー
ル
で
の
水
中
運
動

な
ど
が
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。

　

厚
生
労
働
省
は
「
快
適
な

環
境
で
や
る
気
が
向
上
」「
集

中
的
な
保
健
指
導
で
効
果
が

向
上
」
と
利
点
を
あ
げ
る
と

個
人
番
号
を
「
通

知
書
」
に
記
載
し

な
い
で

　

自
治
体
か
ら
事
業
者
へ
送

付
さ
れ
る
地
方
税
「
特
別
徴

収
税
額
の
決
定
・
変
更
通
知

書
（
特
別
徴
収
義
務
者
用
）」

に
、
２
０
１
７
年
度
以
降
は

従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
が
記
載
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
た

い
し
、
不
安
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

　

総
務
省
は
、
全
国
商
工
団

体
連
合
会
に
対
し
、「
番
号

を
記
載
し
な
い
と
決
め
た

自
治
体
に
対
す
る
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
は
な
い
」「
地
方
税

法
上
の
罰
則
規
定
も
な
い
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
北
区
、
中
野
区
が

記
載
し
な
い
こ
と
を
決
め
た

ほ
か
、
高
知
市
は
記
載
し
な

い
方
向
で
検
討
す
る
と
市
議

会
で
答
弁
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
で
は
、「
通
知

書
」
に
、
従
業
員
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
記
載
し
な
い
よ
う

求
め
ま
し
た
。

と
も
に
、「
健
康
・
観
光
産

業
の
発
展
も
期
待
」
と
し
て

い
ま
す
。

　

一
般
質
問
で
、
甲
府
市
で

の
導
入
を
求
め
た
こ
と
に
対

し
、
市
は
、
調
査
・
研
究
を

約
束
し
ま
し
た
。

　

山
梨
県
弁
護
士

会
は
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
症
患
者
の

増
加
、
多
重
債
務

者
の
増
加
、
青
少

年
の
健
全
育
成
へ

の
悪
影
響
、
暴
力

団
の
関
与
を
排
除

す
る
困
難
性
、
経

済
効
果
に
対
す
る

疑
問
を
理
由
に
、

カ
ジ
ノ
解
禁
法
廃

止
を
求
め
る
会
長

声
明
を
発
表
し
ま

共
産
党
が
繰
り
返
し
要
求

し
た
。

　

甲
府
市
議
会
も
２
０
０
３

年
に
、「
将
来
に
お
い
て
も

公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
が
好
ま
し
く
な
い

の
は
当
然
で
あ
る
」
と
の
立

場
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

カ
ジ
ノ
は
地
元
自
治
体
が

反
対
す
れ
ば
誘
致
で
き
ま
せ

ん
。
一
般
質
問
で
、「
市
長

み
ず
か
ら
誘
致
反
対
を
表
明

す
べ
き
」
と
迫
り
ま
し
た
。

　

市
は
、「
経
済
効
果
に
期

待
す
る
考
え
も
あ
れ
ば
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
患
者
の

増
加
や
、
青
少
年
の
健
全
育

成
、
生
活
環
境
の
悪
化
な
ど

懸
念
も
あ
る
。
慎
重
な
検
討

が
必
要
」
と
答
え
ま
し
た
。


